
























在満の八論の中では、とりわけ「歌源論」 「翫歌論」 「準則論」で述べられた内容が議論の中心になってい 。在満は

















古事記・日本紀等に見えたる、伊邪那岐・伊邪那美の命の「あなにやしえをとこを」 、 「あなにやしえをとめを」と唱へたまへるは、心に思ふことをいひ出せるなり。されど、これをば「のたまふ」といひて歌といはざるは、ただ唱へ給 るのみなればなり。
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ふ」は、漢文原文では「言」となっている。日本書紀の一書では、 「陽神先唱曰・陰神後和曰」とあり、ま 本文でも「先唱曰」とつくる。古事記のみによれば「言」 、つまり「言う」 「話す」の意になり、 「歌う」とする根拠はない。しかし日本書紀に依拠すれば、 「唱」という言葉があるので、 『易』にある「陽唱陰和」という表現 解釈に従えば、 「唱和」は「先後主従」の意味に取られ「歌う」ことの根拠にならないが、 『礼記』 「楽記」の「一唱（倡）三嘆」における「唱」の使い方に従えば、 「歌う」とい 意味になる。　
とどのつまり、漢字「唱」の解釈次第である。 『易』の「陽唱陰和」における「唱」は、 「主唱」の意であるに対して、
（4）











































①  八論は順番に「歌源論」 ・ 「翫歌論」 ・ 「擇詞論」 ・ 「避詞論」 ・ 「正過論」 ・ 「官家論」 ・ 「古學論」 ・ 「準則論」である。宗武に献上した後、延享三（１７４６）年まで 数年間、在満 宗武・真淵との間に様々な議論が交わされ、最後に宗武の『歌体約言』でまとめられた。十九 後、大菅公圭の 斥非』で議 が再燃さ 、本居宣長も各論に評をつける形で参加している。
　
　『国歌八論』および論争におけるその他のテキストはすべて佐佐木信綱編『日本歌学大系』第七巻（風間書房、１９５７年１０月） よる。漢字や特殊な記号などは適宜改めている。また、明らかな誤植は土岐善麿編『増訂国歌八論』改造文庫（改造社、１９４３年１０月）に照らして訂正している。










⑪  吹野安・石本道明共著『朱熹詩集伝全注釈（一） 』 （明徳出版社、１９ ６年３月） 、 「原文」一頁。訓読は「本文」一頁。
⑫  同前。 『礼記』 「楽記」を引用したものである。
